






















荘の設計を依頼される。1907 年、ミースが 21 歳の時にデザインしたリール邸が建築家とし
ての最初の作品となった。リール邸は第 1 作目にしてはよくできた建築である。インテリ
アは非常にシンプルで、壁のパターンは日本人になじみのある格子を連想させるものであ
る。設計から 100 年以上経った現在も修復され保存されている。 
近代建築を現在の形にした 3大巨匠といわれるミース、ル・コルビュジエ（1887－1965）、
フランク・ロイド・ライト（1867－1959）にはある共通点がある。ル・コルビュジエも 19
歳頃に第 1作目を設計、さらにフランク・ロイド・ライトも 22 歳頃に自邸を設計している。
偶然にもこの 3 作品は非常に似ており、屋根が途中から横に飛び出したスタイルである。
同時代のものならば流行のスタイルだと納得できるが、一昔時代が違うライト作品まで似


















となるのだが、1910 年代までの時点では 20 世紀の建築と都市の姿を変えたミースはまだい
ない。 
 
3. 1920 年代前半の 5つの革新的計画 
 
3.1 フリードリヒ街オフィスビル案（1921） 
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図 1 フリードリヒ街オフィスビル案（1921） 図 2 ガラスの摩天楼案（1922） 
 図 3 コンクリート造オフィスビル案 図 4 コンクリート造田園住宅 
                          （1922－1923）                             （1923－1924） 





































図 1 フリードリヒ街オフィスビル案（1921） 図 2 ガラスの摩天楼案（1922） 
 図 3 コンクリート造オフィスビル案 図 4 コンクリート造田園住宅 
                          （1922－1923）                             （1923－1924） 
図 5 レンガ造田園住宅案（1924） 



























くとも 100 年は普遍性をもつものであるといえる。 
またミースは現代の建築家にも影響を与えている。例えばザハ・ハディド（1950－2016）
の 1980 年のホンコン・ピークなどが挙げられ、レム・コールハース（1944－）もバルセロ











































 図 6 バルセロナ・パビリオン（1928－1929） 図 7 バルセロナ・パビリオン平面図 






































 図 6 バルセロナ・パビリオン（1928－1929） 図 7 バルセロナ・パビリオン平面図 
図 8 黄金矩形のコートハウス 












5.2 IIT 教授就任とキャンパス計画 
レザー邸計画のためミースがアメリカに滞在していた 1938 年、アーマー大学（後のイリ





























させた。平面は 67m×37m で天井高は 5.5m である。平面を 3つに区切ると黄金矩形にほぼ











た家である。1946 年頃設計を始めるが、なかなか実現せず、完成は 1951 年である。まだ施
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図 9 ミースによる IIT キャンパス案（1940） 


















































































































































図 14 レイク・ショア・ドライブ・アパート（1948－1951） 






































図 14 レイク・ショア・ドライブ・アパート（1948－1951） 
図 15 シーグラム・ビル (1954-1958) 
【図版出典】 
図 1～4 Philip C. Johnson, MIES VAN DER ROHE (New York; MoMA, 1947) 
図 5～16 その他は佐野作成、撮影等 
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